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ラビトン研究所付属ラビトン牧場
金 田 平八郎
株式会社 ラビトン研究所
Ⅰ.はじめに
研究会々長の猪先生より<施設めぐり> に当牧
場 を掲載 して裁けるお話を伺って,感激 をしたも
のの第2号の岡山大学医学部等の記事 を拝見させ
て載 き,私共と格式が違 うのでお断 りすべ きだが
絶好の機会をので恥 を忍んで特別のご配慮 を嬉 し
くお受けして,騰せず当研究所のPRをさせて戴
きますことをお許 し下さい｡
Ⅱ.岡山実験動物研究会に参加 して
昨年12札 第6回研究会が催され,｢小 川膝 上
先生の動物実験 と私｣および各施設の ｢′実験動物
の飼育管理 ･実験 手技等の問題点｣ を拝聴 して,
種々感心をさせられたと共に,岡山における′実験
動物施設の現況の一部 を知ることができ,非常巨
参考になりました｡
当研究所の活動舞台は主として,京阪神地域に
おいておりますので岡山地域の施設は.直接存 じ
あげない施設ばかりですが私の出身が同大農学部
で鳥海先生の教室であった関係上, 岡山出身者
と言うだけで実験動物関係者の間では肩身の広い
思いが出来るのは,猪先生の ｢実験動物学｣ をは
じめ当研究会関係者の活躍が目覚ましいからでし
ょう｡ 感謝 しております｡
そのようを地の機関誌に兵庫の地 (兵庫県西脇
市中畑町 )にあるラビトン牧場 を紹介させて裁き
ます事を光栄に思います｡
Ⅱ.ラビ トン牧場
当研究所は4部門に分かれていまして,ラビト
ン牧場では実験動物の生産および販売 を行いその
他,非臨床試験センター,安全性試験センター,
臨床薬理試験センターがあります｡
ラビトン牧場の生い立ちは,昭和32年私が同大
を卒業した時に始まり一時中断後,再び10午前に
退職 した私が畜産と製薬企業の接点である実験動
物界に長い歴史を持 ちをがら進路 を求めたのが始
まりです｡宴験動物の中でも供給体制が確 立して
いないウサギ,又 当時催奇形性試験にウサギが義
務づけられると言う両面よりウサギのみの生産場
をつ くるべ く,その名称 もRABBITに薬品名に多
く開いられる鼻後のしめくくりに "N"をつけて
"RABITON"としました〕
爾来,日生研(け用法八 ･日本生物科学研究所
･日生研株式会社 )の指導を受け,連異のもとに
ラビトン牧場はウサギの生産牧場 として当時より
今日のGLP思想 を'k取 りし,話題 を呼びながらウ
サギは関西人手製英企業の薬理 ･毒性試験間に多
く使用されてきました､
その後,ウサギの′巨産のみにとどまらずウサギ
を使っての毒性試験 を受託する様になり,｢ウサギ
を用いる器′出杉成期投与試験法の理論と手技'実習 ｣
のセ ミナーを55年に開催するなどして,毒性試験
にも実績 を積んできました｡その後.ウサギのみ
ならず,マウス ･ラット以外の畜産関係動物ニワ
トリや ミニブタの毒性試験,又一方ではウマ ･ヤ
ギ等の各種抗血清の採取 をする為の受 託飼育 を始
めたり,薬物動態試験等の為に. ピー プ ル犬を飼
育 したりとRABBITにとどまらない体別にを-)て
きました｡
Ⅵ.施設の概要
昭和32年に開拓 した牧野11.430m2を50年11月ヒ
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ナ壇式に整地して第1･第2繁殖兎舎 330m2の軽
量鉄骨造平屋建を建設したのに始まり, 52年11月
に第1育成兎含,鉄骨造平屋建 219m2,第2･第
3･第4育成兎舎および第3繁殖兎舎等 358m2を
57年8月迄に建設した｡ 全て平屋連であると共に
兎飼育場としては異例の天井より吊り下げ方式に
よる一段飼育方式である｡ ゲージ等全て飼育器具
類は当場独特の設計による独特の飼育方式をとっ
ている｡
一方,非臨床試験用の施設は58年11月完成の鉄
骨造2階建の第2試験兎舎 252m2を中心に,第1
試験兎舎45m2, 小動物試験舎18m2他発熱試験室,
解剖試験室等26m2の他,データ管理舎63m2で牧場
建物延床面積 1.138nfうち,非臨床試験施設とし
ては 404nfが使用されている｡これ等建物は疾病
防御の為,山中に散在している｡
又,56年7月に馬2頭飼育の馬房73m2が完成し
た｡一方イヌ･ヤギ等は当場に一部飼育施設を持
ってはいるが,大半は近隣の委託施設 (薬研ファ
ーム)に管理を委託している｡ ウマも2頭以外は
近くの委託施設 (乗馬ファーム)に委託している｡
V.飼育動物
常時約 2,000匹のウサギが繁殖兎 200匹の元に
育成されている｡ 品種は,日本白色種日生研系統
のJWINIBS/RABITONとニュージーランドホワ
イト種のNW/RABITONの二種類である｡ どちら
も小型化されており,遺伝的統御は申すに及ばず
微生物的統御もSPF動物の部類に位置すると思わ
れている｡ その他モルモットはハートレ一系で当
研究所の非臨床試験部門で使用する匹数程度を繁
殖している｡ ウマ ･ヤギ ･イヌ等の他は必要に応
じ,日生研よりミニブタ･ニワトリ･ウズラ等を
搬入し対処している｡
Ⅵ.非臨床試験センター
当研究所会員の多くの方々が,実験動物を使用
して多くの研究をされている試験と同様に,当所
もウサギを中心に薬理試験並びに毒性試験を受託
し実施 している｡
受託試験の内容はウサギの特性を利用した発熱
性物質試験,局所刺激性試験,輸液 ･坐薬等の毒
性試験,催奇形性試験等であり,モルモットを用
いた試験では,局所刺激性試験が多く,イヌを用
いた試験では薬物動態試験に主力をおいている｡
その他ウマ ･ヤギ ･ウサギを用いた各種抗血清
の株取,ミニブタ･ニワトリ･ウズラを用いた薬
理 ･毒性試験を短期に廉価で正確に実施している｡
特にイヌを用いた薬物動態試験は臨床薬理試験
への入門として当研究所が特に力を入れていると
ころである｡
Ⅶ.臨床薬理試験センター
ラビトン研究所の現在の事業は,ラビトン牧場
の実験動物の生産販売及び受託飼育,そして非臨
床試験センターの動物による一般の薬理 ･毒性受
託試験とともに,臨床薬理試験センターが管理し
ている,健常人による臨床薬理試験の受託業務で
ある｡当研究所は臨床薬理試験専門の医療機関で
ある大阪臨床薬理研究所 (大阪府吹田市春日4-12
-ll)の受託業務の管理を行っている｡
ⅦL おわりに
新薬開発課程の最重要部門である,健常ヒト試
験 (第1相試験)は良質の実験動物を使用して完
全を動物実験を実施 して載いて,正しい基礎デー
タの上で射すればヒトでの安全性が保証されませ
ん｡当研究所は,これ等基礎から臨床への一連を
追って日夜懸命の努力を致しております｡
会員皆様方のより一層の信頼性おける動物実験
をご期待致しますとともに,当研究所へのご指導
ご鞭鍵をご依頼 してラビトン研究所の紹介を終ら
せて載きます｡
(会員,賛助会員)
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